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★令和５年度入学者選抜 
 入試を終え、来年度入学する予定の入学許可候補者が選抜され

ました。２月２２日（水）は全県一斉に学力検査が実施され、 

祝日を挟んで２４日（金）は、普通科で面接、音楽科で実技検査

が行われました。受検生の皆さんは、この日のために準備してき

たものをすべて出し切らねばという思いからか、かなり緊張して

いたように見えましたが、途中で体調を崩すなどの受検生もおら

ず、無事予定通りに検査を行うことができました。 

 また、３月３日（金）には、入学許可候補者の発表が行われ、

合格を勝ち取り、受検生からはホッとした様子が伺えました。 

 新たに松伏高校の一員として学ぶ仲間の入学を、楽しみにして

います。 

<入学者選抜結果> 

★吹奏楽部コンサートのお知らせ 
 ３月３１日（金）に、松伏町にある「田園ホール・エロー

ラ」にて、本校吹奏楽部による『Spring Concert』を開催

する予定です。日頃から熱心に取り組んでいる練習の成果を

発揮するだけでなく、お越しいただいたお客様に多くの感動

をお届けすることを目標にしていると聞いております。 

 ぜひ、お時間のある方はお申込みいただき、御鑑賞いただ

ければと考えております。よろしくお願いいたします。 
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【お問い合わせ】 

 松伏高校吹奏楽部（音楽科直通電話） 

  ☎０７０－３６２４－０４８８ 

 ※本校ＨＰからもお申込みフォームがございます。 

★年度末を迎えて 
 1 年間を振り返ると様々な出来事がありました。昨年度延期し

た３年生の修学旅行は関西方面に変更して実施することができ

ました。また、2 年生も旅行先を東北方面に変えて実施すること

ができました。体育祭、文化祭、長距離走大会もコロナ禍という

制限がつく中で、生徒や先生方の協力で成功させることができ、

生徒にとっても良き思い出となったと思います。進路活動につい

ても、３年生はしっかりと自身の将来を見つめ、就職を希望した

生徒全員が内定を勝ち取ることができました。 

 松伏高校が輝き続けられるのは、ひたむき 

に努力する生徒とそれを支える献身的な先生 

方がいるからではないかと思っています。 

卒業そして進級、入学と生徒も先生方も新た 

な松伏高校となりますが、これからも変わら 

ずに前に進み続けていきます。 

 受検者数 合格者数 倍率 ★松伏分校が３年目を迎えます 
 越谷西特別支援学校松伏分校と共同した活動を始めて２

年が過ぎ、４月からは新たに１６名の新入生を迎えて、３年

生までのすべての学年が揃います。松伏高校との交流も年々

深まり、様々な活動で共同、交流が行われ、共生への意識が

高まっていることを感じています。１月に行われた松伏分校

の入試の志願者数は、全県で最も高い倍率を示していまし

た。これは、松伏高校にとってもとても喜ばしいことです。

この１年を振り返っても、他県の教育関係者の視察など多く

の方に関心をもっていただきました。来年度は、松伏分校で

発足した生徒会と松伏高校の生徒会の交流を深め、新たな取

組が始まることを期待しているところです。 

普通科 １１１名 １１５名 ０．９７倍 

情報ビジネスコース ４４名 ４０名 １．１０倍 

音楽科 １３名 １３名 １．００倍 

 ※普通科は第２志望で合格した受検生も含みます。 

★第 40 回卒業式 ～旅立ちの日に～ 
 ３月１０日（金）、本校体育館にて第４０回卒業証書授与式を 

行いました。普通科、普通科情報ビジネスコース、音楽科の総勢

１７７名の卒業生が、保護者と教職員に見守られる中で、３年前

に入学した時から大きく成長した姿を見せてくれました。 

 ３年間、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、当た

り前の学校生活を送ることができなかったことを思うと本当に

申し訳ない思いになります。その中でも、下を向かずに学校行事

や進路活動に取り組んだ３年生の姿は、とても輝いていました。

卒業式のエンディングには、２年間一緒に過ごした越谷西特別支

援学校松伏分校の生徒からの見送りも 

あり、とても胸が熱くなりました。 

卒業後は、それぞれが異なる進路先で 

新たな生活が始まります。本校で学び、 

身に着けたことを大いに生かして、前 

に進んでほしいと願っています。 

 卒業生の皆さん、応援しています！ 

★学校の働き方改革を進めるには・・・ 
 「学校における働き方改革」についてはメディアでも大きく取

り上げられています。先生方が長時間勤務を強いられ、心身にお

ける健康が保てなくなるケースも増えているとも報道されてい

ます。たいへん大きな問題で、先生方の健康や生活を守ることは

もちろん、このままでは教員を目指す将来の担い手が確保できな

くなることも考えられます。 

 実際に、学校の中では仕事の負担を軽減するため、効率化を図

るＩＣＴ機器を導入し、学校行事を精選するなどの工夫が行われ

ています。さらに、部活動の指導については、外部指導者の活用

を推進する動きも見られています。 

 本校でも、保護者との連絡手段として、スマートフォンのアプ

リを活用したり、勤務時間（８：３０～１７：００）外は、電話

での応対を止めたりと工夫を重ねているところです。 

 これらの取組を成果としていくためにも、学校現場が置かれて

いる状況を広く理解していただき、学校の自助努力だけでなく、

多くの方の理解と協力を得る必要があると考えています。 

○「松高新聞」の１年を振り返って 

 松高新聞を始めて１年以上が過ぎ、今年度は月１回の発行

を行うことができました。「どうしたら、こんなに頑張って

いる松伏高校の生徒と先生方の様子をお伝えすることがで

きるのか。」毎日の活動を一番よく知っている校長の私が皆

さんに届けるべきだという思いで始めたものです。 

少しでも松伏高校の魅力をお届けできたとすれば幸いに思

います。松高新聞を今後どのようにしていくのかは、検討半

ばですが、松伏高校のことをもっともっと知っていただきた

いという気持ちは変わることはありません。 

 今後も松伏高校の魅力を発信し続けてまいります。 



 


